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９月８日、東京日比谷公会堂にて開催された「国民の安心と安全を確保するための公共サービスの再構築と公務員の労働基本権の確立を求める中央行動」に政府与党を代表し挨拶を行った細野豪志幹事長代理は、労働基本権問題と人事院勧告の取り扱いについて次のように述べました。










日頃の皆さんのご支援に感謝とふ

れあいの場として、例年「たろう

会夏まつり」を開催していますが、

今年は「たろう会パークゴルフの

つどい」として開催します。

ご家族連れでぜひご参加ください。

0くさか太朗後援会会長　荒川博明
	


少子化など地域に共通する政策課題

を議論した議員交流会に参加して　　　　　2010.9.2



	毎年もち廻りで開催している北海道・東北６県の意見支援会が８月26～27日、猛暑の中、秋田市で開催され、私も北海道の「少子化対策の委員長」として参加しました。
約200名が参加し、医療体制の確保と充実、少子化対策や高齢化の問題等で議論をしました。
　我が北海道からは「子育て、子育ち」をテーマに各種制度を紹介し、意見支援では「出生数現象の原因のなかには未婚化・晩婚化があり婚活支援の必要性や「教育と経済の政策をしっかり行なえば、複数の子供
	
	
	を育てられるという安心感を親に与えられるのではないか」等の意見がでました。
その後３つの分科会で細部に亘る議論をしましたが、いずれも全国的な共通課題として全国知事会にこの交流会に参加の道・県で意見書を提出。国の対応をもっと強力に進めるよう確認したところです。
これらの問題は日本の社会全体の大きな課題であり、国の進むべき方向を考える時、必ずこの点を誤らない政策の持ち方が早急に求められるものです。
【北海道議会議員 日下太朗 ＨＰから】

	



◇◇◇◇◇◇◇◇2010年度ろうきん北見支店ゴルフコンペが開催されます◇◇◇◇◇◇◇◇
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　競技方法：１８ホール・ストロークプレイのダブルぺリア

　　　　　　　　　　　　全員に賞品を用意！表彰式は、ホールアウト後、レストランにて！！

　　　　　　　　　　　ろうきん王子の澤田さんも参加！パーティ一緒かも！
0申し込み：９月２２日（水）までに書記長の山田へ0












　　　　　　　　　＝


＝チケットの取り扱い＝


　　　　　　　　初音鮨、各実行委員


自治労では、書記長の山田


主催：たろう会パークゴルフのつどい実行委員会















































































































































澤田さんは､


　　　　　　　本日午後から





庁舎以外で、ご用のある方は書記長の山田（戸籍年金）へ午前中に連絡をください。











参加費


５００円








会　　費 1,000円


プレイ代 8,800円





【挨拶要旨】


労働基本権の問題と公務員総人件費削減の問題はしっかりと分けて議論をさせていただきたい。


労働基本権の問題は国際基準に基づいて、みなさんの立場を踏まえて実現をしていきたい。


一方で、国民の理解を得ながら、どう公務員制度を考えるのか人件費問題の結論を出すべく議論をしていきたいと考えている。


人勧については、労働基本権を制限しているというなかで、尊重されてしかるべきと確認をする。この点については基本として確認をする。党内においては、さまざまな議論があり、世論としても検討がされているが、常にみなさんと連携を重視しながらも、こうした姿勢で臨んでいくことを約束させていただきたい。














受　　付0６：３０


開 会 式0７：２０


スタート0７：４２





受付0１２：１５


競技0１３：００





2009年5月13日、参議院本会議は「公共サービス基本法案」を全会一致可決した。


基本法が示す理念のもと、公共サービスに従事する労働組合としての社会的責任と公務・公共に対する国民の信頼回復を果たすため、基本法が定める国民が安心して暮らすことのできる社会を実現することが私たちに課された喫緊の課題です。【公務労協】








自治労の目標は組合員一人５筆です。


必ず「家族のお名前」は書いてくださるよう、ぜひ、ご協力をお願いします。





取りまとめ：９月１６日（木）




















9月8日の「中央行動」の前段には、「地域主権と労働基本権の確立を求める自治労集会」も開催されました。


集会では、逢坂誠二内閣総理大臣補佐官（自治労組織内衆議）が「地域主権改革の今後」と題し講演を行いました。


逢坂補佐官は、「地域主権改革を考えるということは、国家全体のしくみを考えるという非常に大きな改革である。随時、そのことを頭においていただいて、その最前線にいるのが自治労の仲間のみなさんということである。みなさんの声が地域主権改革関連三法案の早期成立につながる。大きな声援をよろしくお願いしたい」と述べました。
































津別町でも二つの団体が助成をいただきました


・2009年度　津別町手をつなぐ育成会　（会長　新鞍忠信さん）


